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町の人口と世帯数

男7，257人

|ゞハ響＆§‘人口

計14，742人

世帯数3，916世帯

(S55．4.30現在）
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金…木…だ翼麹…よ…り

〃〃〃〃〃
六
月
一
日
（
旦
は
参
議
院

青
森
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の

投
票
日
で
す
。

大
切
な
あ
な
た
の
一
票
を
無
駄

に
し
な
い
よ
う
、
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

○
投
票
所

第
一
投
票
所
（
金
木
）

金
木
町
役
場

第
二
投
票
所
（
川
倉
・
藤
枝
）

川
倉
小
学
校

第
三
投
票
所
（
蒔
田
、
神
原
、

金
木
一
部
）

蒔
田
児
童
館

第
四
投
票
所
（
嘉
瀬
、
中
柏
木
）

嘉
瀬
公
民
館

三
月
二
十
九
日
よ
り
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
が
代
叺
次
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
長
津
島
正
次
郎

雨
職
率
近
藤
仁

委
員
高
杉
武
太
郎

″
中
西
慎
一 ６

月
１
日
投
票
日

〃〃

蕊蓼勿勿
〃〃〃〃〃

第
五
投
票
所
（
喜
良
市
）

喜
良
市
小
学
校

第
六
投
票
所
（
大
東
ヶ
丘
）

山
の
家

○
投
票
時
間

第
一
～
第
五
投
票
所

午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

第
六
投
票
所
午
前
八
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

○
不
在
者
投
票

①
投
票
日
に
業
務
・
用
務
等
に

よ
り
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い

方
は
、
役
場
選
管
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
（
期
間
は
今

月
三
十
一
日
ま
で
毎
日
、
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
）
②
出
稼
ぎ
な
ど
で
町
外
に
い
る

方
や
、
住
所
を
移
転
し
て
町
外

に
居
住
し
て
い
て
金
木
町
の
名

簿
に
登
赦
さ
れ
て
い
る
方
は
、

金
木
町
選
挙
管
理
委
貝
会
に
諦

求
用
紙
で
不
在
者
投
票
用
紙
等

を
請
求
す
る
と
、
郵
送
さ
れ
る●

今
年
度
の
行
政
協
力
委
員
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

会
長
山
中
徳
一

副
会
長
白
川
勝
雄
、
秋
村

米
太
郎
、
工
藤
武

男

〈
金
木
〉
（
本
町
）
外
崎
慶
造

（
栄
町
）
田
中
豊
忠
（
田
町
）

櫛
引
照
明
（
南
新
町
）
山
崎
昭

投
票
用
紙
等
を
現
在
地
の
市
区

町
村
選
管
へ
持
参
し
、
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
（
期
間
は

①
と
同
じ
で
す
が
、
郵
送
を
考

え
て
す
み
や
か
に
行
い
ま
し
よ

》
つ
。
）

③
指
定
病
院
（
ベ
ッ
ト
数
五
十

床
以
上
の
病
院
）
に
入
院
し
て

い
る
方
は
、
病
院
に
申
出
す
れ

ば
、
そ
の
病
院
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（

期
間
は
②
と
同
じ
）

④
歩
行
の
困
難
な
身
障
者
の
方

は
、
身
障
者
手
帳
か
戦
傷
病
者

手
帳
、
ま
た
は
県
知
事
が
発
行

す
る
証
明
香
を
提
示
し
て
不
在

者
投
票
用
紙
等
を
請
求
す
る
こ

五
十
五
年
度

行
政
協
力
委
員
決
ま
る

二
（
上
山
道
町
）
白
川
昭
男
（

中
山
道
町
）
金
三
郎
（
下
山
道

町
）
小
野
元
靖
（
芙
鯖
町
一
区

）
鴫
海
昭
二
（
同
二
区
）
藤
元

政
之
助
（
昭
和
町
一
区
）
石
戸

谷
欣
二
（
同
二
区
）
小
林
輝
男

（
神
明
町
一
区
）
阿
部
正
民
（

同
二
区
）
石
戸
谷
欣
一
（
朝
日

町
一
区
）
角
川
昭
太
郎
（
同
二

と
に
な
り
ま
す
が
、
障
害
の
程

度
に
よ
っ
て
自
宅
で
不
在
者
投

票
（
郵
便
に
よ
る
）
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
①
～
③
よ
り
手

続
き
が
複
雑
で
す
の
で
、
詳
し

く
は
町
選
管
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
（
期
間
は
選
挙
期
間
日

四
日
ま
で
に
請
求
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
）

師 ；
●

区
）
青
木
茂
男
（
北
新
町
）
高

橋
勝
治
（
小
川
町
一
区
）
加
賀

谷
正
三
（
同
二
区
）
福
山
光
延

（
米
町
）
田
中
美
智
雄
（
川
端

町
）
徳
田
信
二
（
寺
町
）
藤
元

昭
造
（
芦
野
町
）
鈴
木
又
芳
（

浦
町
）
長
尾
兼
政
（
新
富
町
）

山
田
幹
雄
（
若
松
町
一
区
）
野

宮
由
一
（
同
二
区
）
角
田
偲
（

同
三
区
）
大
川
義
則
（
同
四
区

）
松
尾
昇
（
見
崎
町
）
白
川
富

志
博
（
三
軒
町
）
白
川
勝
雄
（

上
沢
部
）
白
川
千
代
作
（
下
沢

部
）
白
川
清
一
（
旭
ヶ
丘
団
地

）
北
沢
清
一
（
大
東
ヶ
丘
）
鈴

木
定
五
郎
（
雲
雀
ヶ
丘
団
地
）

葛
西
定
雄
（
芦
野
団
地
一
区
）

米
塚
勝
則
（
同
二
区
）
成
田
久

雄
（
朝
日
団
地
）
鎌
田
公
平

〈
蒔
田
〉
（
上
蒔
田
）
田
中
秋

夫
（
下
蒔
田
）
田
中
融

〈
神
原
〉
（
神
原
）
前
田
豊
一

〈
藤
枝
〉
（
上
藤
枝
）
工
藤
善

四
郎
（
中
藤
枝
）
工
藤
タ
マ
（

下
藤
枝
）
工
藤
良
村

（
川
倉
〉
蕩
の
川
）
三
潟
森

蔵
（
林
下
）
中
谷
豊
年
（
向
道

）
泉
谷
イ
マ
（
女
坂
）
中
谷
孫

一
（
上
宇
田
野
）
中
谷
一
郎
（

下
宇
田
野
）
中
谷
幸
江
子

〈
嘉
瀬
〉
（
雲
雀
野
団
地
）
神

島
俊
治
（
東
町
）
長
利
光
則
（

上
小
栗
崎
）
伊
藤
良
雄
（
中
小

栗
崎
）
神
島
忠
雄
（
下
小
栗
崎

）
松
川
義
勝
（
上
派
立
）
沢
田

清
貴
（
中
派
立
）
阿
部
重
蔵
（

下
派
立
）
秋
村
米
太
郎
（
上
新

町
）
鳴
海
勝
義
（
下
新
町
）
今

兼
春
（
上
昭
和
町
）
吉
崎
鉄
郎

（
下
昭
和
町
）
鳴
海
幸
治
（
本

町
）
原
田
清
治
（
冷
水
）
今
喜

代
治
（
車
町
）
山
中
徳
一
（
畑

中
）
山
中
一
男
（
後
町
）
黒
川

修
司
（
上
古
町
）
斉
藤
亀
七
（

下
古
町
）
鳴
海
清
作
（
新
誠
町

）
山
中
林
一
（
新
堤
町
）
鎌
田

稲
芳
（
上
鍛
冶
町
）
木
下
直
道

（
下
鍛
冶
町
）
山
中
慶
勇

〈
中
柏
木
〉
（
上
中
柏
木
）
成

田
ス
サ
（
下
中
柏
木
）
西
村
秀

男
〈
喜
良
市
〉
（
更
生
部
落
）
新

岡
喜
代
一
（
西
岩
見
町
）
元
石

繁
正
（
東
岩
見
町
）
棟
方
喜
代

治
（
林
町
）
岡
田
清
光
（
野
崎

）
宮
崎
初
太
郎
（
北
本
町
）
工

藤
武
男
（
下
派
立
）
三
上
菊
次

郎
（
上
派
立
）
大
橋
藤
一
（
南

本
町
）
奈
良
兼
雄
（
上
柏
木
）

加
藤
弥
一
郎
（
下
柏
木
）
中
村

利
宗
（
下
町
）
古
川
清
右
ェ
門

（
川
端
町
）
今
重
雄
（
双
葉
町

）
小
山
内
武
夫

(2）

戸



『
■

金 …木…だ…よ…り

「
町
の
話
題
一

金
木
に
町
制
が
施
行
さ
れ
た

の
は
大
正
九
年
で
あ
る
。
そ
の

時
、
町
制
施
行
記
念
の
お
祭
り

が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
思

い
出
を
少
し
杏
い
て
み
よ
う
。

当
時
の
村
長
は
商
椛
良
三
郎

さ
ん
で
あ
っ
た
が
、
町
制
と
な

っ
て
初
代
町
長
と
格
上
げ
さ
れ

た
。
お
祭
り
の
出
し
物
は
殿
様
行

列
で
、
こ
れ
は
じ
つ
に
賑
や
か

で
あ
っ
た
。
私
は
ま
だ
子
供
だ

っ
た
か
ら
、
兄
に
連
ら
れ
て
兄

「
博
愛
号
」
が
配
車
さ
れ
る

五
月
八
日
、
日
赤
蝶
支
部
（

支
部
長
北
村
知
覗
）
よ
り
、
赤

十
字
救
媛
噸
「
博
愛
号
」
が
配

車
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
百
周
年
記
念
覗
業

と
し
て
、
県
内
六
十
七
全
市
町

村
へ
「
博
愛
号
」
の
配
車
が
行

わ
れ
た
も
の
の
一
台
で
、
十
人

町
制
施
行
の
こ
ろ

物
に
い
っ
た
。
町
の
中
は
た
い

へ
ん
な
人
波
で
、
私
た
ち
は
道

端
に
並
ん
で
行
列
を
持
っ
て
い

た
。

一
番
先
に
来
た
の
は
三
軒
町

の
木
下
幸
一
と
い
う
人
で
あ
っ

た
。
こ
の
人
は
通
学
の
時
に
顔

を
知
っ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
わ

か
っ
た
。

こ
の
後
に
は
、
手
柏
を
も
っ

た
奴
、
傘
に
長
い
棹
の
つ
い
た

も
の
を
も
っ
た
人
た
ち
、
ヨ
ロ

イ
、
カ
ブ
ト
に
身
を
か
た
め
た

乗
り
ワ
ゴ
ン
叩
で
百
二
十
万
円

も
す
る
も
の
。

●

騎
馬
武
者
、
ま
た
奴
た
ち
、
そ

れ
か
ら
殿
様
の
お
駕
寵
と
い
う

長
い
長
い
行
列
で
あ
る
。
も
っ

と
も
こ
の
順
序
は
間
違
っ
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
行
列
に
は
、
天
狗
も
加

わ
っ
て
い
た
。
天
狗
は
赤
い
鼻

の
面
を
つ
け
、
石
油
輔
に
鼻
緒

を
た
て
た
大
下
駄
を
は
い
て
、

の
つ
し
、
の
つ
し
と
歩
い
て
来

た
。
こ
の
天
狗
が
、
自
分
の
前

を
通
る
時
、
ギ
ュ
ッ
と
顔
を
向

け
て
睨
み
つ
け
た
の
で
、
子
供

の
私
は
オ
カ
ナ
ク
テ
、
オ
カ
ナ

ク
テ
、
兄
の
体
に
し
が
み
つ
い

て
泣
き
出
し
た
記
憶
が
あ
る
。

い
ま
思
う
と
猿
川
彦
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

赤
十
字
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
患
者
や
避
難
者
の
運

搬
輸
送
、
地
域
の
保
健
衛
生
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
こ
の
に
な
っ

て
い
る
。

香
典
返
し
に

十
万
円
を
寄
付

同
八
日
、
故
中
村
良
一
氏
の

御
遺
族
よ
り
番
典
返
し
と
し
て

金
木
小
学
校
に
十
万
円
が
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
繩
ん
で
お
悔
み

申
し
あ
げ
き
す
。

そ
れ
か
ら
こ
の
年
の
こ
と
と

思
う
が
、
第
一
尋
常
小
学
校
の

校
歌
が
う
た
わ
れ
た
。
こ
の
学

校
は
現
公
立
病
院
の
あ
る
場
所

に
あ
っ
た
。
周
囲
に
は
商
い
老

松
が
は
え
て
い
て
、
そ
の
真
ン

中
に
校
舎
が
あ
っ
た
。
藩
政
時

代
に
は
こ
こ
に
金
木
組
二
十
四

ヶ
村
の
藩
の
米
蔵
が
あ
っ
た
と

い
う
。
老
松
は
そ
の
当
時
の
名

残
り
で
あ
っ
た
。

歌
刺
を
作
っ
た
の
は
当
時
の

笹
木
武
次
郎
校
長
と
聞
い
て
い

る
。
郷
社
八
幡
宮
々
司
被
木
正

巳
さ
ん
の
先
代
の
方
に
あ
た
ら

れ
る
。
歌
詞
を
覚
え
て
い
る
だ

け
件
い
て
み
る
。

一
、
南
に
商
き
岩
木
山

北
に
は
滴
き
金
木
川

千
歳
の
松
に
色
映
え
て

か
き
わ
に
建
て
る
学
び

の
《
ロ

二
、
体
き
た
え
て
智
を
瞬
き

徳
を
進
め
て
良
き
人
に

礼
儀
勤
逸
勇
気
こ
そ

寄
れ
等
の
守
る
教
え
な

、
叩
一
．

三
、
（
前
は
不
明
）

三
百
余
名
は
朝
夕
に

つ
と
め
励
ま
ん
硝
共
に

（
「
金
木
郷
土
史
」
よ
り
）

●
0

不
動
産
取
得
税
の

軽
減
と
申
告

家
を
建
て
た
り
、
家
や
土
地

を
瞬
入
な
ど
し
た
と
き
、
そ
の

評
価
額
の
三
％
の
不
動
産
取
得

税
と
い
う
県
税
が
課
税
に
な
り

ま
す
。し
か
し
、
次
の
よ
う
な
住
宅

を
建
て
た
り
薪
築
さ
れ
た
住

宅
の
購
入
も
含
む
）
そ
の
敷
地

を
購
入
な
ど
し
た
て
き
に
は
、

●
住
宅
に
つ
い
て
は
十
万
五
千

円●
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
は
四
万

五
千
円

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
延
床
而
械
が
百
六
十
五
平
方

米
（
五
十
坪
）
以
下
の
住
宅
。

②
一
平
方
米
当
た
り
の
価
格
が

八
万
七
千
円
以
下
の
敷
地
。

た
だ
し
、
こ
の
軽
減
は
、
住

宅
や
そ
の
敷
地
を
購
入
な
ど
し

た
日
か
ら
六
十
、
以
内
に
県
税

覗
務
所
に
申
杵
し
た
と
き
に
限

っ
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

住
宅
を
建
て
た
り
、
こ
の
敷

地
を
購
入
な
ど
し
た
方
は
、
忘

れ
ず
に
叩
門
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で

い
た
人
な
ど
が
ｎ
分
で
住
む
た

め
の
中
古
の
住
宅
や
そ
の
敷
地

を
購
入
し
た
と
き
な
ど
に
も
、

同
じ
よ
う
な
軽
減
が
受
け
ら
れ

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
五
所
川
原
県
税
事

務
所
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

○
応
募
資
格

十
八
才
以
上
二
十
五
才
未

満
（
採
用
予
定
月
の
一
日

現
在
）
の
日
本
国
籍
を
有

す
る
男
子
。

○
身
分特
別
職
国
家
公
務
風
で
す

○
給
与防
衛
庁
職
員
給
与
法
に
よ

る
。

○
賞
与年
三
回
（
五
ヵ
月
分
）
の

ほ
か
各
種
手
当
は
勤
務
内

容
に
よ
る
。

○
衣
食
住

食
卓
、
宿
舎
費
は
無
料
。

制
服
寝
具
類
も
無
料
貸
与
。

○
休
暇年
二
十
四
日
、
他
に
特
別

休
暇
あ
り
。

そ
の
ほ
か
上
級
学
校
へ
の
進

学
も
で
き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
町
民
課
窓
口
へ
。

自
衛
官
募
集
案
内

(3)
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金 …木…だ麓翼翼…よ…り

（
三
月
）

白
川
倫
子
（
蝋
美
）
川
、

桑
田
拓
也
（
守
）
蕊
良
市

成
田
彩
子
（
成
雄
）
蒋
良
巾

古
川
利
恵
（
博
公
）
窯
良
市

大
橋
架
早
男
（
孝
）
騨
良
巾

鴫
海
友
浩
（
金
光
）
粥
瀬

対
馬
蕪
（
定
雄
）
川
倉

津
励
正
倫
（
正
人
）
金
水

津
凧
稔
（
民
雄
）
撫
瀬

原
川
商
志
（
満
）
中
柏
木

澤
田
税
（
満
）
辮
瀬

森
秀
一
（
蔵
）
蕊
良
市

今
奈
々
子
（
健
二
嘉
瀬

中
谷
伸
也
（
賢
）
川
倉

今
有
未
（
君
弘
）
孫
瀬

木
田
隆
紀
（
忠
宜
）
再
良
市

白
川
裁
浩
（
帖
一
）
金
木

秋
元
亮
子
（
忠
雄
）
神
原

西
村
優
美
（
英
二
牌
良
巾

伊
藤
典
二
（
光
冶
）
斑
瀬

（
四
川
）

古
川
真
理
（
勝
男
）
悪
良
市

松
本
圭
史
（
陸
）
金
木

前
田
瞬
（
竹
彦
）
神
原

田
中
照
人
（
和
年
）
川
倉

宮
崎
麻
理
（
勝
）
騨
良
市

沢
田
泰
子
（
勝
）
溌
瀬

出
生

出

生

石
戸
谷
典
明
（
正
）
金
木

花
、
宗
（
悟
）
淵
瀬

竹
内
実
季
子
（
正
男
）
金
木

秋
元
裕
也
（
利
行
）
金
水

山
川
血
美
（
純
二
金
木

白
川
成
仁
（
健
二
金
木

中
村
ち
は
や
（
辰
三
）
磯
瀬

今
映
美
子
（
義
則
）
稗
良
市

野
宮
沙
織
良
彦
）
金
木

膝
元
尚
史
（
成
足
）
金
水

川
中
流
美
子
（
昭
弘
）
蒔
川

白
川
恵
子
（
哲
愛
）
川
ｎ

下
山
沙
織
一
滴
原
）
金
木

奈
良
瑞
穂
（
姻
二
金
木

鈴
木
一
準
（
筏
博
）
金
水

斉
藤
浩
（
松
男
）
金
木

桜
庭
瓢
（
Ⅱ
出
労
）
金
木

一一、〆一へ一一へ〆一、一一ヘ一一、一一、
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捷#i'i和勉せ和蒜巧番弘郁満堂汎
子Iりl美一つへ代へ紀之子則子美

艤謹謡凹垂#零癒蕊羅一一一一雛赫

簿砿濡撫鱸諏悪村

結

婚
（
三
川
）

●

砺
諏
が
瓢
溌
伽

舞
華
窪
謡
一
釧
祁

耐
嘔
癖
諏
翰
塞
岬
岨
琳

嬬
徽
癒
雌
）
幟
鮴

へ
山
Ⅱ
祐
剛
（
繁
兜
）
金
木

一
加
藤
通
忠
（
蓮
札
幌
市

翻
沁
繁
経
叶
芸
拠
皿
）
鈍
柳
柳

（
函
岬
証
極
一
踏
諏
一
辮
即
州

（
輌
御
睡
樺
一
砕
峠
一
唾
師
岬

（
臘
二
苓
舜
戚
醇
い

結
婚（
四
月
）

（
擁
碑
文
州
一
睡
泥
）
僻
海
輌

（
叫
闇
岬
飛
一
耐
“
一
逵
厩
州

（
郵
岬
英
羅
一
手
“
恥
一
榊
叫
伽

（
榊
水
美
森
一
耕
争
州
一
僻
濯
獅

（
獅
仙
蝿
称
癖
婚
）
繩
本
州

癖
岫
梱
燕
謹
謹
獅
癖
醒
仲

（
崎
碓
み
や
雑
一
栂
庵
）
崎
恥
岼

（
榊
川
鯏
尼
誰
榊
誌
蛎
華
錘
榊

（
州
州
利
唖
桃
一
獅
州
蛎
壷
沖
辨

（
織
爽
蝿
（
唾
碓
）
蹴
仲

（
郷
耐
嶬
耐
一
狐
岸
祁
蒔
“
呼
岫

（
蜻
元
流
郷
歴
李
秘
郷
一
錘
良
仲

（
抑
州
郷
鍬
一
郡
齢
一
鈍
い
僻

（
祉
村
和
趣
一
鋤
雄
一
辮
潟
細

（
郷
鋤
確
鋤
倣

（
綱
峠
麩
禮
一
岬
）
一
）
挫
鋤
岬

へ
太
川
秀
兜
（
石
助
）
孵
良
巾

一
淡
谷
幸
子
（
茂
光
）
背
森
巾

（
岬
仲
稚
稀
一
痙
椎
一
稚
榊

（
癖
峪
榊
桶
一
岬
踞
郵
廉
批
叩
輔

（
州
鋤
ま
小
匪
一
睡
袴
一
軒
鍵
州

（
岬
峪
鋤
乖
一
”
峰
一
川
稲

（
“
癖
利
榊
垂
杢
錨
岬
一
癖
奈
岼

（
“
鋤
美
佐
秤
一
押
蜘
一
洲
奈
啼

（
轆
卸
や
弛
珪
一
北
峅
鮎
燕
編
酬
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（
三
川
）

藤
元
艇
耕
（
帥
）
金
木

布
戸
谷
市
次
郎
（
帥
）
金
木

内
川
栄
人
（
旧
）
金
木

松
川
ダ
ニ
弱
）
嘉
瀬

編
士
マ
エ
（
踊
）
金
木

花
川
チ
ル
（
Ｕ
金
木

津
島
治
郎
（
媚
）
金
木

死
亡

木
下
全

川
中
サ
ョ

飯
塚
は
つ

中
村
ユ
キ

商
橘
ト
シ

三
潟
六
夫

山
中
オ
リ
サ

三
橘
き
わ

津
島
健
爾

白
川
シ
ギ

阿
部
定
平

角
川
勇
八

、
川
ル
イ
コ

岡
川
ソ
メ

原
川
タ
マ

今
月
一
冊
よ
り
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
無
料
開
放
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
家
族
の
ハ
イ

キ
ン
グ
、
体
力
づ
く
り
に
大
い

に
利
用
し
て
下
さ
い
。
町
民
み

ん
な
の
財
産
で
す
か
ら
、
大
切

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
植
物
園
も
完
成
し
ま

し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下

さ
い
。

死
亡
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